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／ケ五．／Z野望り／ユク円  

／クケ互／鱒行当り／之堅プ〃発  

このよう蚤堅忍苫J」ヌ環契別  

に憲乗料の祭孝∧ヾなL）  

r取兼好旬の欣奉と研磨魚  

曽援作兼こ巧貰も野カを専  

ナるもの（ミ苧環涛昂て⑦  

了ミ．君品二子ざ各ノ冥廣≦よ斗領  

一、オユえ莞1β乳とか由布   

⊃
）
 
 J作承海豹につLLて   

サージ、門番（秋多瑚也む   

∴気塵茎て労る泰子Zj才   

が第三を（・ブて巧いやノウ   

亡4人孜プラ（∴吏ク：滝ノた1  

（′gスj  



遭えられる研究．舞應  
⊥．、＿．＿二⊥▼二▼▼▼▼▼▼∴∴▼∴▼．▼＿∴  

j黎宍、を草する喝雇点  度当冤舟「  

∫ナージ悉貧と半円い鶴舎   

作紫野カの熱塾生行う・虻   

翠かある、  

∠貧困将舎 
1  

4布乃型騒乱 周嘩冨り桑額∴都鳥 軟  

（／＆釘   



贋鼻己れた研磨魚  既  何度となる事項およびモの説明  状、  

ヽし こ 一・託∠専告クフ仁に㌧  「二．工り電今ヌii粕屋が宣  

用度とな っているので花  

泉に便利でありえ令フlく荒  

瀬募が行なわ九てLlる出  

荷は空詞毎時・簡l＝行なわ  

なけれぼなら雪い間藤か  

ら一J地区共仲間の箕同  

佃煮によってし1る，  

鶏痘予防も共同作顔で勿  

る．  

ケーブ珂責iユ監守まてに  

j田の移勤王／把象とし欣  

東が項獲てめる、  

j合銀も平河いlま円均矢木  

粁絵鑑患又は自動、絵足芸  

の利用∈・ナ肝ゞ宇野膏＼よじ  

象日の佃煮時間は磨力化  

されているカヾ風貌費◎磨  

大と貨劫舞の磨ウロが－詔り  

む産原喫．飼弄製錬新  

品風 真冬．爽積などに  

つLlて寒営との開喪【二み  

（l⊂の．積常が見Ll   

申のF昏又Jlにし．し】閏ニ手  

長ってもら っている  

る地区年毎時琴＝二条中均  

に労かをJぱ尊とする．狙⊇ l  

符 意痘予防については【  

生産毒ブループの宍呵に‡   
よ り行っている＿  

平河地区（芦▼播典区J  

∧／∂．ヱ農家  

経営主3えズが昇任をも  

ち計驚の筐哲は主として  

考ぇチタによって行って  

いる．  

責席，薦参などは威須の  

協力による  

∧／わ j震象  

夜営主3j才が責任をも  

ち日韓の警官は肴3フォ  

か■土とレて行なっている．  

着席消毒乍どIT大帝そ行  

う】  

平困（久留米町地区フ  

＜／♂〃常′象  

徴推薦モある鬼子ヱクオ  

か寮生左もら労刀珍ス牒  

令、（タク％ノ 圭項入レ希  

屑米募などは尊ユフ才月  

乙〔・冥の偶力左手専ている  

／＞ク．ぐ悪衣  

後、く墜秀である恵子二占オ  

／べ責任をノ降ろブロイラー  

（／糾わ  



考えらスしる市■先発應  ，野沢を一箪する苛丁摩恵  ．色着果メ升   

£牒い＝汚僅侶何層、を行うJ∠ 

蚤が禿る．  

有真二別絹糸体型動j釈力  

垂，  

∫7、■ロイ ラーの餌寿丁弐と   

売家或萄との卿魚   

（竃笥を含む）  

レ屠∫）  

ア ニハフィ ニー立風呵育と平   

面管守一二つし、て章荻或筒   

石賓 曾札 亀頭買崎忍J  



J．牒苑牢牒   

冒′真嘩下原野  

／ケージ珂肴＼の馬食   

ブlつイ ラー町角を祈のた  

・ヽ ：   －     ・  

包丁して（．1る  

ヱ、蕊『句卜替にも、ける奇異空   

包下の原野；ま隼喝ノL最多   

読オ貯罰点こど冬調教寒の   

野簡の圧先により貴荻堅  

を僅下三ヒこいる．  

い 、・・‥  －、   

め上から僅フ、ソト点押を  

行久、って：しトる＝  

／
ノ
 
 碍垣に対てるメ狙貰デ三最の  

不慮正は．艮貯杓欠膵仁よ  

るが冬照力環温と亀正な  

複素につし－て且淫凄牒慄  

2
 
 

ものはろるカ潤奄及試乗圭  

、罪均な面からの風量がな  

い ′  

フ、■ロイラー売残．り点灯に  

ょる発売額頃 珂風軌条  

などの閑俣が不明である  

ト  

／
 
 

夕．箭 生∴打席  清原 詞参は移動又は累  

帯観象田行なっこモリス  

チームクリ ーナー及び環  

、買をl更周しているが香織  

／．着席後分スチームクリー  

ナーの頃周の馬台東悪果を  

充分床面．璧面に殻布し  

少くとも筒先ククC勿哩宿  

（ク∂♂clメ」ニノ ⑦戦局を  

すバ■きで、ある．  

礫岩⑦反間吾が下唇きそ  

あ り芸乙石墾カ（、少なLl  

ノ改の生らいが犯る√  

Z
 
 

J
 
 

ア
 
 

シ
 
 

呼吸風蒋の承句二つぃて  

吐覆ぞ¶草が鼻芝rうノ1て  

し－るが 守畏′苓ち二r＝「：乙キ＝：ニこ  

エ染犯な1J巧とイ｝葦1上りし・  

なし】   

ヱ 呼吸器病又慣性コク  

ウムー故  

頼、；」rl 

・ヾニー 上もノー‥⊥r弐乍芸十丁≡】 

しざ十I  



最／汰′貨車梵  ／冬罰のイ罵蛋と盈正俊気安   

位当1」蜃正収慮研毅左沃   

発する／ぼ卑がめる  

ズ足兎旛止の点灯鷲蜃につ   

し1こ不開である  

J点灯の盟及落閤が熊野斡  

／ ブロイ ラー示？；二おける   

現象阜に徴発次の訝蚤（  

冬閏につし仁こ）  

ノ ブロイラーヌ、宣（三拝符ノ  

、∴  

脛岸／二及ぼ■す恩ネ冬   

享首 巻 筑  

赴釘来に及ぼす影魯が獲き  

立．土ス1てし1ごL）．  

／早晩看病の綬匡の牽牒と宇／イ 啓保温婿の予防岩二凍っ．研   

亀生予）冤及∝治溌オノ艮を≡ え  

／隠遁するF妃専が怒る  t  

寮・て、．箸  

尿1鷹無二   

（／gフ）  



柊長生凡一モ呵原点   尻  

／賦与がち孟．   

之、濃尾色札た星空同額点l二つし、ての詞蚤ち・よび令祈倹計  

贋超ぇれた閻魔点勿うらから次の原告について名草の書町径左待った∴  

モカ欣魯は；尺の潰り∈ろる′  

（／Jブロイラー荒びなの星異によろ猥希吐仁つしトニ  

アロイうー生息のための1転杜鞄．の犀適訳割合を葛不敬叶ご男ると格  

和J∠年上空軍までは績んど尿那珂絶の歳晩が珂いら凡ていたが可－J占  

年下半珂カ、らは肉屑萄凍巧餌希が長鷹にその利令を潜血しjヲ主いこは  

∠β％余を占めろようになった。ニり商用牽こ＼なの大半は肉用季節牽  

左父親とし赦釆の卵内泉照邑を昭展ヒしたし1わゆる尊卑用便ご努り蔵  

鹿に［ヒ致した易合その盈馴生は葺さっているが．毎称堅可丞乙交配し  

た草原覆よりは′第るものとされてし1る，  

ブロイラー語牽象より有利なも⑦ょするにはいうまごも盃く最少の  

慮費モ最大の収奄をらがることに勿るがそめたゎには東町尽侃砥が剣  

普ごあること．免責．殊更、発車底長．製産畦 昇一瞳 珂科効率な  

どに優れた敬承鮭カの亀Ll貌が専、悪される．  

ところ∈ブロイラーの泉び■なl言．その見向性からみこl台色コーニ   

＼リンユ生娘薦とし白色、つ、ソク左嗅農とした失敬が蟹ましいが，夜寒の   

餌受と産卵奥との閻【ニlま牽伝軌二頁の相関町衆亡禿るのご．鼻面佳句  

蒔い泰扶、なの元現は，一哉㊥には摩周毅が少く．払いては桑嶽なの筍  

喀も整草何蜃より看いオが仙扱ごめる。  

洞空した3少t区乃泉び1なは専用蜃及が、一基専用蜃乞用いこ£、り その  

温泉は次の、．宕り∈ある．  

希′㌧（写り常置」章三色コーーニ、ソシュ象と白色ロ、リク確と巧交現r∵より  

生産ミれた塵  

ノq r孝雪甫嶺）白㌢．コ ーニリンュ経と白色】コ、ソクとニユ＿ノ、ンプシ  

し・－・－ 〕己はとう也か卵内荒馬象と巧1ノ佗思蜃を噴泉ヒするものの交配よ  

（′才厨）   



将誘を魯する咽磨泉  えLプlる▲苧環草履  」竺当馬所  

リ生産左れた牒．良．（阜卑周堅）毛色コ＿二、ソシュ経とニュー／＼ンプ  

シヤー姐との文祀により三E雇主1し廓爪ラ璧仕官票中食是争巧為が蜃遷に  

1リ／戌トきりの蛍厄は次り上うで詔る．  

希Alユる∂同カ＼ら占よ閂ごそ巧大喝命は占3碍  

A虻∫∂何かうよよ何でそのス馬命はよJ喝  

8は4J閑からタよ閂でそ巧大熊令は4∫閏  

ブロイラー生魚眉巧立環からはそめ巌卦生によって謡入乗′：工’変り捏葛  

をき巧て再刊な℃やの卑入左すべきぐ取る巧で苑ヱ泰男ようくト重昂に  

よる庭番岐の緻密を放みて玖た この寅験は別表の呈■二も紀忠して勿  

るよう仁久笥米池‾邑力生産薦泉′／え魚◎ヱ9丑／0月カヽら女○丘㌢巧  

まで乃出布田薮／ユヨヨ／4〃件の残額からご亘ろたけ糸件が均一にな  

るよう他出レ比較生死みたもので・ある．   

ブロイラー貴ばなとしてノ乾が置い二威した 慮苗庵 番茶孜．渡文威  

については磨檻筒老害こ 大患蜃讃歌易はじめ珂象衆関ご敦験研見も鼻  

めらス1てる、り好い将来．′重量蜃ぞ宣交呪も確度と九ることで句ろうが  

三⑦曳衝からはAは舟．A及び汚ユリ凍る見頃星示してふり⊥牢4良が畠  

は盃八ど可牒牒カ尻腰をノ示しノてく一1る．  

Aの整専用犀については元寮⑦研究なよび腐塩．生産麻凰蚤ど不見合  

なきらいも珍り承玖凍て・もよいものと思し＼ものの屯lま天象い【   

簿4、につし1て杖4及久一Bよりも輿胤も少く頭らlニ月二転することは出  

来ない．その元親の生産体、別も充分ととのってしlろとJかノ、えなし＼から  

二刀尿輿をLって経属することー壬虐咤∈㊦るか■更奄の巾も大王いから  

各人に牒たっこはモの元祝の観象生魚体制などを鞠直する′叉、勢力＼■ある  

う．   

屋につL、てl二亀戴こ勧告良した成賓を示していることは元鹿の晶賀及  

野里農林制がある躍牒牒っこいろことに‘うらいちると周売主九る  

（ノ♂リ   



ふ彗■車上〕1日キ幸ぃ有毒∴短ノ、く、一地区のÅ丁年の興増、の瑚ごろるのぞ参   

≒し二⊥∴、メニ、架真を奉らr±のてj地区之ケ見て立の叔硬′ニより敬啓を改み  

て亮．r．＿L∴  

（ヱノ！司ミ冬営賢珍た効の沖剰啓軌二ついて  

ノ、つイラー㌧か責＝災珍スト盈一二は平河い古式によるものとバ・クリ一方式   

による七乃と二つに大別することがむ来 そカ両署にそメしそれ最前定   

普♪、琴りそ巧研常点のへつに町村乱阻⑦溶断草間の間腰がある 本河査   

チは三杷言‘り内／地区はケーゾ飼洛、ヱ地区は平射いのJ地区互竜虎し名月払区より   

叱責屯な科買主ヱβを腰∝薫何夜をj量めたがサーゾ拘爵／ヂ且帯「箆野間   

中に驚営麿？芽▲亡にめいま河璽をセ虞で断食吐土’るを碍・な＜なったカモ   

ケージ、古式′／多鳥早計古式の多勢式ス列．！可尺茸え剣うち／例lま宅劫塵   

取後便河⑦右列左・科奄し午。  

閂至方法lて名句宵畏次に侃東塔閻詞垂表を呪り．仰誤興宮刷l二東海   

肋奇問オ老人も侃頑した。  

麻生争は立撫古瓦と辛阿い方曳の労衛蘇掛こらし－こ／．クβク研巻Ll   

ク古君閲ご平筒L）3スぐ静間．バ、タリー式／g∫野間⑦親風を琴てい   

も ふ笥更による乾箪iユ拳3未達致うゴ軌時間帯壁荻董の針」であるか、   

コれj工る農象の常勤カの喝苑：主労勧葛の宜今．7■、ロイラー町費巧亀   

験冬瓜など異なるので・．也功所見蓋勿災、簡と壇ろに比較すうことにL色   

倹ごあるが Bむよそ⑦隠見のオ粗kはなり琴ると恩う■ ケージ、と平′   

科し、の虹軌ま姉邑乃ような串頃でケ→ゞの＝野蚕利水、／倒そめり．主労   

簡真の五含も革く ブセイラーろ飼毒選験も平和し）挙例よりは長いの   

子平科し1丞番列との虹孜は庚台こないぶ．同産／告♂ク昭覆最まこ百   

う九l君＼犯攻更もケージ’方先の方が卑くつくのモ労力面から否は あ   

えこ平牒＝バヒする昭一専はなかろうド 侵し．品輿め面lニついてン壕く年中ク   

余♪旦がある、  

一飯隻‖ニ紆熟方丈が里穐亀皇れ 鷹野の大きい方が浣教軌二も視力  

一吐こ九ると冬われるレ 平岡L、移勃方式月産／クク〃呵と胃虞j．β／フ♂   

禰宜＼ノ琶計カ常会ど宣 冒．！桑、n曳く範J二みいて首唱らか仁犀星J．クク∂研現   

携の1ノカカ方がノ．ククク朔酋り巧打専守〒禦‘す短轟土れこいる‖ 月産   

ヱ♂クβ′荷風供乃宝軌蕃ぢ究使用の壌．今は月帯天顔敢為勿見合宣り．笹   

圭丁佗杢れているが ノきヨ産J∠．二βク御環尽ユぐ・カ笥買畢喫の虜含  色・軌   

番軒隠∴展用ス受電1之そ■ろ帯尿つ野澤け1勿燭硬．と重勃薦琴穫力亀教   

条とを老應しこ沃ヵることが適者ヒ思ゎれろが 虎倹広大が塵めば号  

レ9の   



観照織ノヒのJ把皐は賛すごあろう♪  

東部杏！ま作東机野針静間の記入分速己ニ’よる廣1封／7■月の言町歪力勃ご   

は不充分で、あり．市長の洗礼．優頃など仁つし－て多くの畢列ズリ療養  

，杓なもの左求めて快打するJ比専・が勢る，  

（ぷ）7“lコイラー車重にぉける黎泉敏貴象の荷重につし1こ  

ななオ異常と應変遷度との節度につしlて蛙町長阿の兜発と還度との筒   

魚．ノ5、仏塔鯛による鼻糞の聾しl 馬温の農彪懲，亀毘5珂にあ、ける冷凍   

の効承一二ついこjみ外の文駄もて勇か 河本黎ぼブロイラーめ免舞と何科   

啓求牽に訂する環魔温度の彪層及び慣東急虔‡亡て亜∴こにち了る（ヱク〔こ〕   

ブロイラー丼ミ乙＼なの発育に訂する所属を点きしこし、る．  

太珂奄はブロイラー潟舎の卓然銭亀下丘むける葛舎内⑦冤畏塵換気   

在ど⑦実感生野象し．鷹合常連上  又 菌数哲壁上の冬鳥となる教ノ粗   

を得・るため】ニ子守った．  

当町 ケージ、愚考 平野し）寒今について待ったボ、．ケージ薦舎につ   

し1て見解再考定義の妃亡にろ■い老台内外オ最長長の創考ろ効と生った．  

フ胃㌢冒勿嘉粛軍薦含勾タト句是笈虜填葬4．と菜⑦貰りごケーゞ島   

台平常展墓ヒもかなり高い最澄炭を示しこみり＿ 及無届㌍屠蘇打祖と   

も常糸んヾ◎今が．ケーゞ凝舎の方かキや・ちしユ濃度左恭している、  

平田鶏舎l二ついて一式∂月勺毒毘巧甘を安定し舎内温度分布 軋庶分   

冊 表敬完度 塙計昆廣 侠気稗の靡気などについて訊重した  

この収萄は纂占長から舞／／畏勺蚕りで発毛が 勧奄畢句が少し、⑦   

∈二の戌、香色もって全てを則虎チることは且晩そ・・預るが 含内の馬上   

にこよる温蜃萄れl壬屠噂（スレート蔓断三舎打なしノ 仁紅い常弁が轟1上馬   

し＼温度を示い絶句いる庶エヱぴこ′軋乃後置が昔に命く 庶エ／′ノ仏力〈、霞   

も低い毅皐を点したが．床上jノウ（ニウLと／・凡男色毘の毘長星ぼわヂ■か   

である．又．星牒い二近し－革命の盈屠が高いのは尾根からの瑞軒恕l二去   

る1」莞とノ鼻息生れる、  

舎内み風垣外而l壬．革の軋が戸外より吹き払み確凰の居ぎわの賢  

象は合唱中央部モモ・やみ才うえ 氾刊勺患芭一わ∈1やや空／亨一項句乞示し   

壇による乳の允耳1も殆人．ど吊釈∈・上田の侠最簡＼汲ふま才1る蔓は倉り   

多く禿い備に取乗と月二した1′  

豪商畏蜃′韓†÷昼硯〔ス｝ナト）竜三を各 秦面kも司屠蜃巧孟夏と   

示レ薦舎呵嵐（去むしうち蚤と 香し 軒箪打をF叉■をとするくろて‡にトな（lカ   

と風われろ、茶気覇亡よる馬邑り創定牽は第ノ／真の通りで．要閏将  
／  

（／チり   



故紙含亡か1ラる有責署【三筋律す急農大きくなLlて（う ∈夙る，   

本鞘奄は委繋∠二ちりる一筆列カニ町告ご禿り  二 二つこて、帯をもつこ葦毛  

環tき 発舎囁蹟について三ヾすること／式二、三言二いが 二刀姜烹久熱至と  

葦写＜原動星伯る事により鷹合唇長月乙ご呵柊哲圧カ参者ヒなる禁札が  

得られろものと思ゎメしろ．  

Ⅱ 港慮 喫討‾  

承珂亀L三ブロイラー男ケーゞ珂責．平均い牢寿につLLてモれ▼きれの敗   

残よりそろ叱責風車列左掲出して失態可杏乞行い そろ中カ、ら関原魚と   

摘出し モの主客乱撃′急仁つし～こ詞奄患び分析倹紺色敦租た．三ぬ妓巧   

ブ1コイラー騒曽オ培農体質碗との契怒生産で竹り．爵ひ、な．餌頻 繁禿   

など農硯1ニー色の形で殆る。そのJ重苦に及ぼす農協の草色は大王く．策協   

慮尊宅〈壬軌ニブロイラー生産毒⑦貴慮を把握し．栗びろごっ穫床飼料，   

生産物の虜買．諏晃の更に′ちたり生産局率をすろ鹿吾がある  

こめ親展蒔な笥風．慮鷲短な河原仁つしlては毒町ノ査鯛珂カ関原ぞ令節倹   

討する争ーま出展なかったが．今后突亀すべ互至費呵親鳥モ禿ると局うー   

今匡＝王室二としこ観象反照仁ついこ詞畢生行ったが．項衝相互の覇像或は   

要具運営熱曙 労力敷金などの請糸件によるが、．珂冬型鷲別環牒lこつい   

ては農家現業としこ斉産／よ∂β研以下の生産現頃は勢力 泡現員など   

から立体1町角（ケージ、珂魯）の展河が適当k恩われ．月産J′ク∠）ク可㌣以   

上勿卑蕉又は魯筆禁皮革1ニ平珂町責が＼希当ヒ思われろ．  

取り上がた三尊間最′⊃他に平館烏合仁キけるト萄j亀盈＿亀頭乃問題がち   

り．冬閉見び各軸明にぬiブる鶏舎環及◎珂象と放言受費・包から灸命揆汁す   

る他事が鞄り入寮餌顛の圧死．庶叶 衛生，高額など仁フし＼ても『一棟  

て・ぁさ仲  

野り上げ、た主春闘遷分乗びな．凰全県原 野勒喝腰も今応分訝垂試、賢   

所見り凍み牽庖l＝より常連度肝を確立する／1ぶ零がある．  

露地にぉし、て足蓄とれよらとしている哉術 凝営の守男となってLlる   

諸黒澤（君綿ヒ呈虜常夜との関原〕 生産株制の堅笹 岡最長衛の解囁   

な∴と■多＜の問廣慮はあろが．ニ九寄の阿層点友厚決．ブる二≡とに」り粛奄   

JJ設或亡ぶいこ席巻し符ろと席われる反転は次のようでちる｛  

／り 阿考形鷹ほ．鈎芦深厚によって左右主九ろかj地区其現喫庖大⑦忘  

－『「二昂り幣万ヒ巧野原からケージ珂貴も平射町芳へk移行し岸毒す  

弓て あ ううゎ  

（■．’、   



えノ更句軒岩の母幼君憩J壬作屠蘇賛．帝王 L三ダ質二F〒；原安バ舞1」打   

甘かL出荷まご可じ鼎斤で行うLヨ定㌔’式仁ス．1管ノミ比重り一－▲部で畏敬J   

かj亨昔すろご秀ろうー  

、●          ・－・・  ・   

地殻の弓計利札 宮部など翠誉亘一二〔り掛巴∴三言を祭≒卜すそ呼号rコエ‥・乙   

ぅヾ風靡底穴に隼ごって凝固さ九．足蕪の吉和に－窄く∴∈貴いうう．  

句，鶉金環度洞垂にろたっては 磨東岸二大単為蜃苧卑東ヨ舘一昔1ニに」  

め，同研一常套の勧J毒草左軍書した：＝と邑男子義‾します▲  

呑薦  文 献  

畜産⑦研党  

畜産責［、賢弟宝．哉  

寄居研究覇告  

日本有訂家令学貧  

秋冬大会螢演辛旨  
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／凸 田原 激  
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≠t ／、二の久碍弓三ス簡兼渾協ブロイラー生産毒／ヱ戸の贋鹿のJ9卓ノ∂  

より女■ク告9再三ての／ヱ笥ウ ノタ4年・の女帝より周出Lたも亀  

ヱ 貴弘、左の阜設利尿承を比較しんすくチるた竹 尭萩中疾病′か諷生  

条件現先一のものの教皇礪出することにつとめた．B敬仁ついて  

－＝   

3，担符販売囁償仕儀付みよ法幣軌二より邑がある巧そ淘一にするた  

4 釘礼也偽L耳アロイラ【煎鶏ユ∂K当9fク可 後期フ‘よ∃とし   

・r，泉扶な単価は下妻己のように草堀列に均一とした．  

厚4  占♂∠マ〈占∫甲で秀人L署もノ労しl碑被が‘J巧守ちる  

A  土ク円～よ∫巧   全  上＿  ．よ－J j苛  ＿  

8  ヰ3甲～≠∫中立凍  仝  ヌ∫甲  仝  

占 

攻ごろり．A．Bについても翼：乳が少いので上表の環．顧■の董Lを㌔  

舞j 泉 ブロイラー珂贋管理労数時間研冬良萄レナ何問J  

罵永題号  

ごこ － ・、  

／Vb． え  

平針・移針尭  

再／ク♂∂堺偲町擾ブクク∂研  

～／ク． ／  

∴  － ご■  

至呵責現喫   月／∫ククj珂！草噛〃∫ク   

絹量  
竺～≡竺   

簿  

鮒沿無二衡どくなど一也醤讐   £7竺／亡爺   

ウ、ケ岱拶効力、、一卜虎ゲ1垂A秒劫   ヱ綻．クβ   

麻草案恋し馬路封く洗昂募勢和肌  ∫J．ノ∫やく崇斉わなLリ   

感長芋綜（ブ■〉し－フネ、つ子亀の啓称  1  9、占㌧C   

奇  問 ，轟  
‾－‾‾‾‾‾  

j 才㌻ ∫J誓  
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〃夕．j♂  ‘J∂   
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ユ‘．ヱ（）（β．Jわ 】ユ／  

／鉦〃ぐ（ク．〃クノタ、〝肴ソク♂  

鮨丁場（三宝ぎ「  里：苛塞新春入姉去  上∴ク、√㌧つ（ノそ．〃壬」  

／ガ．J′ニノ′f扉J升（十チ／上」・／ク〃  

シ▲Z卑 ∫ムカ  、fせ卑Jj令  ／クか好打挙＝リ7甲巧沐■要、静間  
1  

帯華古ま  倣秦時琶軍容貴ドより用度贋亘剰二果籍断碑琴を高唱筈蜃  
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円舞／可⑦出荷（／可の厳守は／十月以内亡／えアの置凌が全馬虹町）  

で、覆る。餌科 萄舎＿ 舞奴の有家は糸ど河じモをる。  

したⅤの 筒各失蜃仁よる事故一 台衣顆売の昂るものなどを除三島出荷  

は件・数は多舟ったがA後に軒患うする出荷昏教の町へのものより′簡出し  

めK当リユク∂円とし－し黄塵した∴  

こヾ給与畢により算出．レたム  

ので」匂－」二‘∴ヲ巧としこ染出した‘  

上  タJ符 合．  エ  

上  々上関 仝   上  

顔（甘，数）あよ∝件数がA♂ Bと＝ヒ左、るのご慮ら仁虹薮すること亡ま慮  

って則ノ定は出席ないの守各局にとどめて褒ミたい。  

人／♂ト  J   ／V∂，女   ノ＞∂． 吉   

平一呵・移勧賞   ♀  室町   平岡．軌払浄紋温度用   

耳〝ク∂財餌計寒Jク♂∂研  翫秋物都塵昔年夕針相周   月jククク周囲杜延ダ√ク∂l雪   
▼  
密 ＿ 、 間．ま   ‡帯  同 i箪   軍容  野 ：室   

タ2、碑∂∂旬  一4占       ／∠J苧クヱ分  ；よZ  ／／♂彗ク命  r女∠   

＿J．女♂  ：ヱ        ガ」卜施ザす一墳嘗驚⊂含主事   ホヤ広ザは一府嘗教会む   

叙j．コ∴ク  ．ヱ＃  ‘〃、βク  】二／  ケア．♂ク  ■／ヲ   

∂・」7♂（”漣） て／∂  ／∫．クク（タ．♂d ’倉      l  ノ∫バク∠（外出り   ／∂       l エJ．j∴ク（∂新り＋／伊  J∠．ク♂（jユ・ク如  り9  Jク∴クβ〉（ム・クわ  ≡ヱ∫  ／gヲ．∫クレタノ心外／ク♂ク∂二〝∂  jク♂〟¢′叫揖♂貪クネ；”ク  ユ∂デJ∂白／βわ斗遡．Jク；〝♂  ∫9碕33命  34呼Jク命  ユタ晴ヱj令・   
に菰入を牒′醸した  

∫はヲ閂j目出筒 音月J／日の出狩ろ弟艶について乳付から出荷  

ニ⑦出荷前は各月／○∂β綱領計の診塾弐を行ってしlた）作崇が玖  
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／、ノノウノ薫豪ば粛3カ年の腰鹸であり．人／♂．ユ．ノめ．3廃象  

ば鮒／カ年j亀過した時点である。〟♂．享．∧旬．∫眉象ば  

3．∂♂∂河餌付ら夢ノ野冒の′娩常の成績である・  
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